
町議会
だより

編 集 長柄町議会広報編集特別委員会

ながら
主な内容

第4回定例会
定例会で決まったこと �  14
令和５年度決算認定について �  18
長生郡市広域市町村圏組合議会議員の報告 �  20
一般質問（5名） �  21

令和６年長柄町議会第４回定例会は、12月４日、５日の２日間を会期として開催されました。
提出された議案等は、承認１件、議案10件、認定１件、請願１件で、そのうち請願第１号「河川等の

整備に関する請願書」については「不採択」となりました。その他の議案はすべて原案のとおり可決さ
れました。

第4回定例会　議案等審議結果一覧
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光
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成
反
対

承 認
第 1 号

専決処分の承認を求めることについて（令
和６年度長柄町一般会計補正予算

（第４号））

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 1 号

長柄町長期継続契約を締結することができ
る契約を定める条例の全部改正について

原案
可決 10 1 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 2 号

長柄ダム水質保護条例の一部を改正する条
例の制定について

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 3 号

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方
公共団体の数の減少及び千葉県市町村総合
事務組合規約の変更に関する協議について

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

第 4 回   定 例 会

スマートフォンはQRコードから

URL：https://www.town.nagara.chiba.jp/site/gikai/.html
議会の会議録は町ホームページで公開しています。
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第4回定例会　議案等審議結果一覧
議員名
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光
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議　案
第 4 号

令和６年度長柄町一般会計補正予算
（第５号）

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 5 号

令和６年度長柄町国民健康保険特別会計補
正予算（第３号）

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 6 号

令和６年度長柄町介護保険特別会計補正予
算（第２号）

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 7 号

令和６年度長柄町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 8 号

令和６年度長柄町下水道事業会計補正予算
（第２号）

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

認　定
第１号 令和５年度決算認定について 原案

可決 10 1 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

請　願
第1号 河川等の整備に関する請願 不採

択 1 10 × 〇 × × × × × × × × × ―

議　案
第9号

長柄町執行機関の附属機関設置等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

原案
同意 10 1 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第10号

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

原案
可決 10 1 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

※　○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、議長は裁決に加わらないため「－」で表示
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専決処分専決処分
承認第１号　専決処分の承認を求めることについて（令和６年度長柄町一般会計補正予算（第４号））

予算減額に957万4千円を追加し、補正後の予算総額を44億603万5千円とするものです。
主な内容は、10月27日執行の衆議院議員選挙及び最高裁判所裁判官国民審査に係る経費について、

速やかな事務処理を要し、議会を招集する時間的余裕がないことが明らかであると認められたため、
10月3日付けで専決処分をしたものです。

条例の制定および一部改正条例の制定および一部改正
議案第１号　長柄町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の全部改正について

令和2年12月22日付け総行行第307号の地方自治法第245条の4第1項に基づく技術的な助言に
基づき、情報処理システム等のソフトウェアに係る使用許諾契約を追加するものです。

議案第２号　長柄ダム水質保護条例の一部を改正する条例の制定について
令和6年1月25日に水質汚濁防止法施行規則等の一部を改正する省令が公布されたことに伴い、ふ

ん便汚染を捉える指標として排水基準の項目を改めるものです。

議案第３号　千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市町村総合事
　　　　　　務組合規約の変更に関する協議について

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体である布施学校組合が、令和7年3月31日を
もって解散することにより、組合を組織する地方公共団体が減少するため、組合規約中、組合を組織
する地方公共団体に関する規定及び共同処理する事務に係る共同処理する団体に関する規定について
改正を行うものです。

議案第９号　長柄町執行機関の附属機関設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
「長柄町避難行動要支援者検討協議会要綱」の制定に伴い、町長の付属機関に同協議会を追加する

ものです。また、公民館建設事業の完了に伴い「長柄町公民館建設推進委員会設置要綱」を廃止したこ
とから、教育委員会関係の附属機関から同委員会を削除するものです。

議案第10号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の
　　　　　　　制定について

条例規則等に規定する、附属機関等に係る報酬額のうち、「公民館建設推進委員会委員長」及び「公
民館建設推進委員」を廃止し、新たに「避難行動要支援者支援検討協議会会長」及び「避難行動要支援
者支援検討協議会委員」並びに「避難行動要支援者支援検討協議会の学識経験者」を追加するものです。
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補　正　予　算補　正　予　算
議案第4号　令和６年度長柄町一般会計補正予算（第５号）

予算現額に2億5,741万円を減額し、補正後の予算総額を41億4,862万5千円とするものです。
主な内容として、本年度当初予算に計上した庁舎の空調設備改修事業ですが、財源となる起債の要

件であるエネルギー消費量の基準を満たしていないことが判明し、本年度は施工せずに減額補正を行
うものです。

なお、本事業は来年度当初予算にＬＥＤ照明とエレベーターの更新を加えた再設計を行い、要件を
満たした状態での施工を計画しております。

また、旧昭栄中学校の跡地利用として、同じく本年度当初予算に計上した公園整備及び宅地分譲に
係る設計業務についても県の河川改修計画が策定され次第、改めて計上するため、減額補正を行うも
のです。

このほか、障害者の介護給付費や帯状疱疹ワクチン接種費用の償還払い等の実績見込みに応じた増
額補正や、日吉団地鴇谷住宅のトイレ改修工事における国庫補助金の追加交付に伴う施工監理費及び
工事請負費の増額補正などを行うものです。

議案第５号　令和６年度長柄町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
予算現額に2,006万1千円を追加し、補正後の予算総額を9億6,991万円とするものです。
主な内容は、一般被保険者高額療養費の実績見込みに基づく増額補正となります。

議案第６号　令和６年度長柄町介護保険特別会計補正予算（第２号）
予算現額に6,050万円を追加し、補正後の予算総額を8億8,014万円とするものです。
主な内容は、保険給付費における施設介護サービス給付費及び居宅介護住宅改修費の実績見込に基

づく増額補正となります。

議案第７号　令和６年度長柄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
予算現額に8万円を追加し、補正後の予算総額を1億2,258万円とするものです。
主な内容は、令和５年度の広域連合への負担金確定に伴う増額補正となります。

議案第８号　令和６年度長柄町下水道事業会計補正予算（第２号）
予算現額を収益的収入1億8,592万9千円、収益的支出1億5,278万8千円、資本的収入2,411万4

千円、資本的支出6,105万5千円とするものです。
 主な内容は、光熱水費の増減、浄化槽の設置基数の増加に伴う現地調査費及び工事請負費となります。

請　願請　願

件　　名 請　願　者 紹介議員 結　　果

請願第１号
河川等の整備に関する請願書

代表
・株式会社シュトラーレン　
　代表取締役　渡辺紀美恵
・山田勝彦　他38名

宮坂陽一郎 不採択

本会議での審議の結果、下記のとおりとなりました。
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総務事業常任委員会　質疑応答
（池沢委員長、佐久間副委員長、古坂委員、柴田委員、岡部委員）

質疑 ふるさと納税の返礼品は何種類か。

答弁
農産物が29種類。ジャパンフーズにお願いしている加工品、ジュースなどは67種類。体験型が41種類。
ペイペイ商品券が10種類。その他4種類の合計151種類である。

質疑 路線バス運行補助金の茂原市との按分の決め方はどうなっているか。

答弁 距離数で按分すると、長柄町の区間の方が長くなってしまい負担が増えてしまうため、利用者数割に決定した。

質疑 地域特産品の商品化について、どういった嗜好品を作ったか。

答弁
道の駅でアンケート調査を実施し食べられるものがいいという結果を受け、町の特産品を使ったおむすび
が提案された。

質疑 戸別受信機の修理は、どのような内容なのか。

答弁
故障した戸別受信機を住民の方からお預かりし、総務課から点検業者に連絡をする。修理内容としては、
電池、端子の腐食等があるため交換できる部品については、交換をさせていただく形となっている。また、
直せない場合については、在庫品を新たに貸与することで対応している。

質疑
防犯灯が切れているのは、点検で見つけているのか。または要望で来ているのか。施工期間は、どれぐら
いかかるのか。

答弁
施工期間については、申請をいただいてから、ひと月程度を目安とさせていただいている。また、故障の
把握等については、各自治会長や、住民の方からの報告、防犯パトロールを夜間行っているので、そちら
の中で切れているものを見つけた場合は、町で対応している。

質疑
土砂撤去補助金について、台風等の指定災害のときに土砂崩れが発生した方に、撤去の補助金が出るのか、
それとも大雨が降って裏山が崩れたという方にも補助金の対象になるのか

答弁 要綱上で、指定された災害により引き起こされたもののみということになっている。

質疑 営農組合も耕作放棄地解消対策に取り組む予定ではなかったか。

答弁
営農組合は、今まで耕作していた田んぼが耕作放棄地になるのを防ぐという形で、耕作者や、地権者がで
きない代わりに、その農地を営農組合が耕作する。

質疑 町の創業支援補助金について、起業すればその対象になるということか伺う。

答弁 創業を行うもの、または創業時の申請時に創業日から1年を経過しない者が対象となっている。

質疑 橋梁長寿命化修繕事業の内容を伺う。

答弁
前年度までに、長柄町内に橋梁が59橋あり、そちらの点検が終了した。点検結果は、順番で修繕するべき
ところ、長期保全を目指すのか、それとも維持管理的に補助していくのかというところの内容を更新業務
で計画を立てている。

質疑
技術職員が少ない中で、工事の発注が遅れ、繰越となってしまうといった事象があると思うが、早期発注
など発注計画の考えを伺う

答弁
年度当初には、全ての工事が年度内に完了するように計画を立てている。占用工事や不測の災害などの要
因もあるが、いずれにせよ引き続き課題として、早期発注に努めていく。

決　算　認　定決　算　認　定
議案第９号　令和５年度決算認定について

10月10日、11日に開催された決算常任委員会で第３回定例会により付託された「令和５年度決算
審査」を行い、総務事業並びに住民教育所管の決算を認定しました。

また各常任委員会での主な質疑応答は以下のとおりです。
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住民教育常任委員会　質疑応答
（鶴岡委員長、髙橋副委員長、本吉委員、三枝委員、宮坂委員）

質疑
青少年相談員事業について、児童の参加率が低く、他に青少年の健全育成を推進する事業を考えた方がい
いのではないか。

答弁 青少年相談員の事業であるため、参加者が増えるような事業を青少年相談員と検討していく。

質疑 ながら号運行管理事業費について、事業費にガソリン代は含まれるのか。

答弁 ガソリン代は総務課の燃料費予算としている。

質疑 ALT派遣業務での効果がどのように表れているのか。

答弁
ALTは、児童生徒のコミュニケーション能力の育成を主な目的とし、さらに県の目標値である中学卒業時
の英語能力、英検３級相当の60％達成に向け、各学校で活用している。

質疑
小学校のプール監視員派遣業について、令和５年度は気温が高く、利用できなかったとのことだが、今後
のあり方についてどのように考えているのか。

答弁 町の校長会においても検討しており、今後は外部委託という案もでている。

質疑
コンビニ交付業務委託料に係るマイナンバーカードを利用した印鑑証明、住民票及び所得証明の申請状況
について。

答弁 印鑑証明が226件、住民票については298件、所得証明については23件になり、合計で547件になる。

質疑 システム改修委託料の具体的な内容について。

答弁
戸籍事務内の連携対応、システム構築設計、クラウドの環境構築、ネットワーク変更作業、戸籍システム
端末のほか、戸籍法の法改正に伴う機能追加をさせる業務になる。

質疑 がん検診の受診率が上がらない理由と対策について、どのように考えているのか。

答弁
国民健康保険、社会保険等を含めた全ての町民が受診でき、その中には職場での検診、人間ドッグ等を受
診している方もいるため、このような率となっている。受診率の向上対策については、対象者に対して、
検診通知を全戸に送付し勧奨に努めている。

質疑 第1号被保険者過年度分保険料における、不能欠損額の増加についてどのように考えているのか。

答弁 ご本人、ご家庭の状況を確認しながら相談に努め、分納等をすることで欠損額を減らす努力をしていく。

質疑 福祉センターの畳替えの枚数と費用についてどのようのになっているのか。

答弁
枚数については135枚、費用については1,298,000円で畳替えの費用に加え、諸経費を加算した額とな
る。

質疑 放課後児童健全育成業務に係る、学童支援員の賃金、募集について。

答弁
昨年1,050円に賃上げし、事業経費の85％が人件費となっている。なり手不足が問題であり、賃金も含め
て良い方法を前向きに検討していきたい。

質疑 ながら温泉の営業を再開したが、安全に利用するための衛生対策や今後、どのような形で営業に臨むのか。

答弁
安全対策については、年２回の千葉県薬剤師検査協会の検査に加え、年４回の迅速検査キットによる検査
を実施する。また、２日に１回実施していた換水を毎日実施する。毎月３回程度、休館日には高濃度塩素
消毒に加え、高圧洗浄機による洗浄を実施し、営業をしていく。
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あなたも議会を傍聴しませんか
（次回定例会は3月4日（火）からの予定です。）

※当日傍聴を希望される方は、役場3階議会事務局までお越しください。

議会本会議の会議録を長柄町ホームページにて公開していますので、是非ご覧ください。

町民の皆様方のご意見、ご要望等ありましたら議会事務局までご連絡いただければ幸いです。

問い合わせ先　議会事務局　　☎35–2438

定例会の冒頭に、長生郡市広域市町村圏組合議会議員から令和６年第２回長生郡市広域市町村圏組
合議会定例会の報告がありました。以下、要約したものを掲載します。

令和６年第２回長生郡市広域市町村圏組合議会定例会は8月29日に開会し、以下の議案について
審議し、同日に閉会しました。

承認第1 号
専決処分の承認を求めることについて

（交通事故に関する100 万円以上の損害賠償額の決定及び和解について）

承認第2 号 専決処分の承認を求めることについて（水道事業会計補正予算（第３号））

認定案第1 号 令和5 年度長生郡市広域市町村圏組合一般会計歳入歳出決算の認定について

認定案第2 号 令和5 年度長生郡市広域市町村圏組合特別会計火葬場・斎場事業費歳入歳出決算の

認定案第3 号 令和5 年度長生郡市広域市町村圏組合水道事業会計決算の認定について

認定案第4 号 令和5 年度長生郡市広域市町村圏組合病院事業会計決算の認定について

議案第1 号 令和5 年度長生郡市広域市町村圏組合水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

議案第2 号 令和5 年度長生郡市広域市町村圏組合水道事業会計建設改良積立金への積立てについて

議案第3 号 令和6 年度長生郡市広域市町村圏組合一般会計補正予算（第１号）

議案第4 号 令和6 年度長生郡市広域市町村圏組合水道事業会計補正予算（第１号）

議案第5 号 令和6 年度長生郡市広域市町村圏組合病院事業会計補正予算（第１号）

議案第6 号 長生郡市広域市町村圏組合病院事業医療技術者就業支度金貸付条例の制定について

議案第7 号 職員旅費支給条例の一部を改正する条例の制定について

議案第8 号 監査委員の選任につき同意を求めることについて

議案第9 号 教育長の任命につき同意を求めることについて

議案第10 号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

　
以上、承認・議案12件を審議し、すべて原案のとおり承認・可決・同意されました。
認定案４件については決算審査特別委員会に付託され、委員全員の賛成をもって認定されました。

長生郡市広域市町村圏組合議会議員の報告長生郡市広域市町村圏組合議会議員の報告
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１
． 子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　

議
員

　

こ
ど
も
園
と
小
中
学
校
の
園

児
・
児
童
・
生
徒
分
の
給
食
費
は
無

償
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
町
外
に

通
わ
れ
て
い
る
児
童
・
生
徒
に
対

し
て
支
援
は
増
え
て
く
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
町
の
支
援
体
制
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

給
食
費
相
当
の
保
護
者
の
経
済

的
な
負
担
軽
減
を
補
助
金
と
し
て

支
援
し
て
い
る
自
治
体
の
取
組
を

参
考
に
、
町
と
し
て
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
研
究
・
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

２
． 買
い
物
弱
者
対
策
に

つ
い
て

問　

議
員

　

移
動
ス
ー
パ
ー
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
い

た
い
。

答　

町
長

結
婚
世
代
を
含
め
た
幅
広
い
移

住
・
定
住
施
策
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
結
婚
に
特
化
し
た
支

援
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

議
員

　

結
婚
意
識
を
高
め
る
た
め
明
年
、

町
制
施
行
70
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
公
民
館
で
セ
ミ
ナ
ー
・
講

演
会
な
ど
を
考
え
ら
れ
な
い
か
伺

い
た
い
。

答　

町
長

　

結
婚
意
識
を
高
め
る
た
め
、
町

制
施
行
70
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
な

ど
を
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
ご
提

案
に
つ
い
て
で
す
が
、
結
婚
に
関

し
ま
し
て
は
、
町
結
婚
相
談
所
が

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
70

周
年
の
節
目
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
ま
ず
は
町
結
婚
相
談
所
と

連
携
し
つ
つ
、
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演

会
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

が
ら
号
町
内
巡
回
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答　

教
育
長

　

一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
来

場
と
の
こ
と
か
ら
、
期
間
中
３
日

間
、
町
内
を
巡
回
す
る
形
で
な
が

ら
号
の
運
行
を
実
施
し
た
。

　

バ
ス
の
時
刻
表
に
つ
き
ま
し
て

は
、
広
報
誌
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
掲
載
し
、
ま
た
公
民

館
館
内
に
も
ポ
ス
タ
ー
サ
イ
ズ
で

掲
示
す
る
と
と
も
に
、
防
災
行
政

無
線
で
も
放
送
し
、
周
知
を
し
た

が
、
バ
ス
の
利
用
実
績
と
し
て
は

３
日
間
で
１
人
だ
け
の
利
用
と

な
っ
た
。

４
． 結
婚
支
援
に
つ
い
て

問　

議
員

　

出
会
い
の
場
づ
く
り
と
し
て
官

民
が
連
携
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
の
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

本
町
で
は
結
婚
相
談
所
に
お
い

て
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を
設
け
て

い
る
。

　

民
間
が
連
携
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
計
画
に
つ
き
ま
し
て

　

移
動
ス
ー
パ
ー
の
利
用
状
況
に

つ
き
ま
し
て
は
、
導
入
当
初
か
ら

多
く
の
方
々
の
利
用
が
あ
り
、
特

に
高
齢
者
の
利
用
が
高
い
こ
と
が

特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
な

数
字
と
し
て
は
、
導
入
か
ら
の
利

用
者
数
は
、
開
始
か
ら
１
年
で
延

べ
約
２
，
４
０
０
人
に
達
し
、
こ

の
結
果
は
、
本
事
業
へ
の
町
民
へ

の
皆
様
か
ら
の
期
待
と
信
頼
の
表

れ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

移
動
ス
ー
パ
ー
が
地
域
社
会
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
存

在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
利

用
者
の
声
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

運
営
事
業
者
と
連
携
を
密
に
し
、

そ
の
運
営
が
よ
り
効
果
的
か
つ
持

続
可
能
な
も
の
に
な
る
よ
う
、
可

能
な
限
り
支
援
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

３
． 

高
齢
者
の
移
動
手
段

の
確
保
に
つ
い
て

問　

議
員

　

ふ
れ
あ
い
な
が
ら
文
化
祭
で
な

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
、
今
後
、
町
結
婚
相
談
所
等
の

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

問　

議
員

　

自
治
体
が
主
催
し
て
い
る
お
見

合
い
や
結
婚
相
談
、
ま
た
異
性
の

紹
介
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
ま
と
め

て
紹
介
し
て
い
る
マ
リ
ピ
タ
と
い

う
サ
イ
ト
が
あ
る
が
、
本
町
で
も
、

サ
イ
ト
で
紹
介
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
提
案
す
る
。

答　

福
祉
課
長

　

株
式
会
社
ネ
ク
ス
ト
レ
ベ
ル
が

展
開
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
判

断
で
載
せ
て
い
る
か
問
い
合
わ
せ

て
、
掲
載
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
も
、
担
当
課
と
協
議
し
、
改

善
し
て
い
き
た
い
。

問　

議
員

　

結
婚
祝
い
金
の
経
済
的
な
支
援

を
提
案
い
た
し
ま
す
が
見
解
を
伺

い
た
い
。

答　

町
長

　

結
婚
祝
い
金
の
経
済
的
な
支
援

に
つ
い
て
、
本
町
で
は
、
現
在
、

本
吉
　
敏
子

本
吉
　
敏
子  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）

21
NAGARA 2025.2



１
． 

長
柄
町
の
集
会
場
の

リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助

金
交
付
つ
い
て

問　

議
員

　

直
近
５
年
間
の
集
会
場
リ

フ
ォ
ー
ム
は
、
何
件
あ
っ
た
か
伺
い

た
い
。

答　

町
長

　

過
去
５
年
間
の
整
備
実
績
で
す

が
、
16
件
と
な
る
。

問　

議
員

　

直
近
５
年
間
の
集
会
場
リ

フ
ォ
ー
ム
で
、
町
外
の
業
者
が
施
工

し
た
件
数
を
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

町
外
業
者
の
施
工
件
数
で
す

が
、
こ
ち
ら
は
６
件
と
な
る
。

問　

議
員

　

町
外
の
業
者
が
工
事
を
施
工
し

て
も
補
助
対
象
に
な
る
理
由
を
伺

い
た
い
。

答　

町
長

　

本
制
度
は
、
昭
和
53
年
に
長
柄

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
環
境
整
備
事
業
と

し
て
始
ま
り
、
平
成
８
年
か
ら
現

在
の
長
柄
町
自
治
会
施
設
等
整
備

事
業
と
名
称
を
改
め
現
在
に
至
っ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
制
度
設
計
に

当
た
っ
て
は
、
町
民
、
地
域
住
民
が

集
ま
る
施
設
の
環
境
整
備
を
行
う

場
合
に
補
助
を
す
る
と
い
う
趣
旨

の
下
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
定
住
促
進
等
に
資
す

る
と
と
も
に
、
町
内
産
業
の
活
性

化
及
び
雇
用
の
創
出
を
図
る
こ
と

を
理
念
と
し
て
お
り
、
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
対
象
件
数
の

相
違
や
補
助
金
交
付
要
綱
そ
の
も

の
の
制
度
時
期
の
離
隔
に
よ
り
規

定
内
容
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
当
該
事
業
の
目
的

と
効
果
を
精
査
し
、
町
民
福
祉
の

向
上
に
資
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

答　

町
長

　

新
た
な
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
関
東

株
式
会
社
様
に
よ
る
２
例
目
の
事

業
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６
つ
の

自
治
会
等
か
ら
希
望
す
る
旨
の
回

答
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

議
員

　

移
動
ス
ー
パ
ー
の
販
売
手
数
料

の
負
担
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

運
営
予
定
の
事
業
者
に
つ
い
て

は
、
販
売
手
数
料
と
し
て
、
１
品
目

11
円
、
５
品
目
以
上
購
入
さ
れ
る

場
合
で
も
最
大
55
円
と
い
う
非
常

に
良
心
的
な
価
格
設
定
が
な
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
現
在
運
営
さ
れ
て

い
る
ヤ
ッ
ク
ス
様
に
お
い
て
も
同

程
度
の
価
格
設
定
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
、
様
々
な
施
策
を
検
討

し
、
地
域
の
活
性
化
や
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

れ
て
お
り
ま
す
操
法
大
会
に
係
る

訓
練
が
職
場
や
家
族
の
理
解
を
得

ら
れ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
要
因

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
８
支
団
で
は

訓
練
の
簡
素
化
な
ど
そ
の
負
担
軽

減
を
図
り
、
、
長
生
郡
市
広
域
市
町

村
圏
組
合
で
は
、
昨
年
、
団
員
の
処

遇
改
善
と
し
て
、
年
額
報
酬
、
出
動

報
酬
の
見
直
し
を
図
り
、
国
が
定

め
る
標
準
額
に
合
わ
せ
た
増
額
が

行
わ
れ
た
。

問　

議
員

　

８
部
を
４
部
に
再
編
成
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
か
伺
い
た
い
。

答　

総
務
課
長

　

消
防
団
組
織
の
再
編
成
に
つ
い

て
は
、
地
域
防
災
力
が
低
下
し
な

い
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
住
民
の
理
解
を
得
た

上
で
、
町
に
お
い
て
検
討
を
図
り
、

消
防
団
本
部
、
消
防
本
部
と
協
議

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

４
． 移
動
ス
ー
パ
ー
の
運
行

に
つ
い
て

問　

議
員

　

自
治
会
内
で
の
移
動
販
売
の
希

望
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

２
． 旧
昭
栄
中
跡
地
に
つ
い
て

問　

議
員

公
園
整
備
・
宅
地
分
譲
の
基
本
設

計
業
務
の
今
後
の
予
定
を
伺
い
た

い
。答　

町
長

　

現
段
階
に
お
い
て
、一
宮
川
上
流

域
河
川
改
修
事
業
の
詳
細
が
示
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、附
帯
決
議

の
指
摘
事
項
を
踏
ま
え
予
算
執
行

を
停
止
、
本
定
例
会
へ
関
連
予
算

の
減
額
補
正
案
を
上
程
し
た
。
今

後
も
県
と
の
連
携
を
密
に
し
、県
の

一
宮
川
上
流
域
河
川
改
修
事
業
の

進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、
旧
昭
栄
中

学
校
跡
地
の
利
活
用
事
業
と
の
整

合
性
を
図
る
と
と
も
に
、
実
施
に

当
た
っ
て
は
議
会
の
皆
様
と
十
分

な
協
議
の
上
進
め
て
い
き
た
い
。

３
． 長
柄
町
第
８
支
団
の
再

編
に
つ
い
て

問　

議
員

　

消
防
団
の
な
り
手
不
足
の
解
決

策
を
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

新
入
団
員
拒
否
の
大
き
な
理
由

の
一
つ
と
し
て
、
全
国
的
に
開
催
さ

鶴
岡
　
喜
豊

鶴
岡
　
喜
豊  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）
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１
． 

本
会
議
等
に
お
け
る
質

疑
応
答
結
果
の
フ
ォ
ロ
ー

内
容
に
関
し
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
記
載
時
期
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

問　

議
員

　

町
長
の
基
本
方
針
の
一
つ
、「
行

政
の
透
明
化
」を
推
進
す
る
た
め
に

も
、
六
月
議
会
で
答
弁
の
進
捗
状

況
に
つ
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
載

を
検
討
す
る
旨
返
答
い
た
だ
い
た

が
い
つ
実
施
さ
れ
る
か
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

役
場
内
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
で
管

理
、
共
有
す
る
方
向
で
進
め
て
お

り
、
議
会
で
の
発
言
の
公
開
は
、
現

在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会

の
公
開
を
は
じ
め
、
議
事
録
も
公

表
し
て
い
る
の
で
、そ
れ
以
上
の
も

の
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員

　

大
変
残
念
。
後
退
し
た
と
認
識

し
た
。町
民
の
知
る
権
利
を
守
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

の
ア
ラ
ー
ト
で
情
報
共
有
す
る
な

ど
、検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

議
員

　

水
害
発
生
時
の
救
助
体
制
に
関

し
て
、
現
状
で
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
と
ロ
ー
プ
し
か
な
い
。
ゴ
ム
ボ
ー

ト
の
準
備
や
訓
練
状
況
を
伺
い
た

い
。答　

町
長
・
総
務
課
長

　

役
場
で
災
害
発
生
の
情
報
を
得

次
第
、
消
防
や
警
察
等
関
係
機
関

へ
出
動
要
請
を
行
い
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
自
衛
隊
に
派
遣
要
請
を
行

う
。

　

行
政
は
、
現
場
の
状
況
を
把
握

し
、
関
係
機
関
が
必
要
と
す
る
情

報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、そ
の
活

動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
総

合
調
整
な
ど
迅
速
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

と
認
識
を
し
て
い
る
。
第
八
支
団
の

方
々
に
は
水
の
中
に
入
っ
て
救
助

を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
お
願
い
し

て
お
ら
ず
、
今
後
も
す
る
つ
も
り
は

今
の
と
こ
ろ
な
い
。

３
． 

台
風
な
ど
の
災
害
に

対
す
る
対
策
に
関
し
て

問　

議
員

　

近
隣
の
い
す
み
市
で
は
公
共
施

設
に
通
じ
る
高
圧
線
を
中
心
に
危

険
個
所
を
確
認
し
、
既
に
60
ヵ
所

の
予
防
伐
採
を
実
施
し
、
結
果
関

係
各
所
の
停
電
が
激
減
し
た
。
長

柄
町
で
は
予
防
伐
採
に
つ
い
て
、必

要
箇
所
や
本
数
の
確
認
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
か
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

町
で
は
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を

活
用
し
た
予
防
伐
採
な
ど
の
事
業

の
検
討
に
入
っ
た
と
こ
ろ
。
今
年
度

は
１
ヵ
所
の
事
業
着
手
に
向
け
て

現
在
調
整
中
で
あ
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
新
規
事
業
で
あ

り
、
地
元
住
民
や
土
地
所
有
者
と

の
協
力
関
係
構
築
が
大
変
重
要
。

町
と
し
て
は
、事
業
の
目
的
や
効
果

を
十
分
説
明
し
、
理
解
と
協
力
を

得
る
こ
と
で
事
業
進
捗
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
。

問　

議
員

　

高
齢
者
や
、
避
難
時
に
支
援
を

必
要
と
す
る
方
の
避
難
指
示
は
、

区
別
し
て
早
目
に
出
す
こ
と
が
重

２
． 

旧
水
上
小
学
校
の
売

買
契
約
の
履
行
状
況

に
つ
い
て

問　

議
員

　

売
買
契
約
が
履
行
さ
れ
る
の

か
、
５
年
の
事
業
継
続
と
い
う
の

が
守
れ
な
い
と
い
う
の
は
は
っ
き

り
し
て
い
る
の
で
、既
に
契
約
を
改

定
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
も
含

め
て
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

同
地
に
お
け
る
株
式
会
社
ミ
ケ

ン
の
工
場
立
地
は
、
現
在
、
校
舎
の

解
体
が
完
了
し
来
年
秋
頃
か
ら
建

築
工
事
に
着
手
、
お
よ
そ
１
年
後

の
令
和
８
年
夏
の
創
業
開
始
を
目

途
に
進
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

な
お
、
顧
問
弁
護
士
に
確
認
し
、

２
０
３
１
年
ま
で
は
買
い
戻
し
特

約
権
が
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

要
と
考
え
る
が
、発
令
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

本
町
の
高
齢
者
等
避
難
指
示

の
発
令
基
準
は
、
土
砂
災
害
警

戒
情
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
、
１

時
間
当
た
り
60
㎜
以
上
の
降
雨

が
予
測
さ
れ
る
場
合
、
水
上
川
の

水
位
状
況
が
氾
濫
注
意
水
位
高

２
４
・
８
５
ｍ
を
超
え
、
か
つ
急
激

に
上
昇
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
、

大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
）
の
発
令
及

び
気
象
庁
土
砂
キ
キ
ク
ル
が
警
戒

と
な
っ
た
と
き
と
し
て
お
り
、
本
町

で
は
、
前
述
の
気
象
状
況
を
分
析

し
つ
つ
、
他
の
自
治
体
と
の
情
報

共
有
や
連
携
強
化
を
図
る
中
で
、

疑
わ
し
い
と
き
は
行
動
せ
よ
、
最

悪
の
事
態
を
想
定
し
行
動
せ
よ
、

空
振
り
は
許
さ
れ
る
が
見
逃
し
は

許
さ
れ
な
い
と
い
う
危
機
管
理
に

関
す
る
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
の
原
則

に
基
づ
き
、
早
め
の
避
難
指
示
に

よ
り
住
民
の
安
全
を
図
っ
て
い
る
。

議
員

　

キ
キ
ク
ル
に
土
壌
雨
量
指
数
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ア
ラ
ー
ト
が
あ
り
、

前
述
に
該
当
す
る
方
々
に
は
初
期

宮
坂
　
陽
一
郎

宮
坂
　
陽
一
郎  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）
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１
． 

長
柄
町
の
子
育
て
に
つ

い
て

問　

議
員

　

町
長
の
公
約
の
一
つ
に
「
更
な
る

子
育
て
し
や
す
い
町
を
目
指
す
」

と
掲
げ
て
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の

長
柄
町
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
18
歳

ま
で
の
医
療
費
無
償
化
は
も
と
よ

り
、
令
和
４
年
12
月
か
ら
こ
ど
も

園
・
町
立
の
小
中
学
校
の
給
食
の

無
償
化
、
令
和
５
年
度
か
ら
出
生

時
か
ら
中
学
校
入
学
時
ま
で
の
節

目
に
支
給
す
る
子
育
て
支
援
金
の

交
付
を
実
施
し
、
子
育
て
世
代
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
子

育
て
し
や
す
い
町
を
実
感
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
ど
も
園
や
学
童
保
育
の

環
境
整
備
を
実
施
、
利
用
さ
れ
る

町
民
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
来
年
度
に
開
設
を

予
定
し
て
い
る
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
で
の
相
談
業
務
な
ど
の
充
実

に
も
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
ま
い

り
た
い
。

問　

議
員

　

現
在
の
子
育
て
環
境
に
つ
い
て

は
、
ど
の
様
に
考
え
る
か
伺
い
た

い
。答　

町
長

　

本
町
の
子
育
て
環
境
は
他
の
自

治
体
に
引
け
を
取
ら
な
い
も
の
と

自
負
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
子
供

た
ち
の
育
ち
の
環
境
整
備
に
こ
れ

で
よ
い
と
い
う
ゴ
ー
ル
は
な
い
と

い
う
認
識
の
下
、
引
き
続
き
保
護

者
等
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
進
め
た
い
。

問　

議
員

　

今
後
、
取
り
組
み
た
い
施
策
が

あ
る
か
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

来
年
度
は
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
を
発
足
さ
せ
、
子
ど
も
に
関

す
る
保
健
と
福
祉
の
窓
口
を
一
体

化
し
、
出
産
や
子
育
て
上
の
悩
み

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
交
流
も

深
ま
り
、
給
食
に
つ
い
て
自
分
た
ち

で
配
膳
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

徐
々
に
集
団
生
活
に
慣
れ
て
い

き
、
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問　

議
員

　

物
価
高
騰
に
伴
い
、
安
心
な
食

材
の
確
保
は
大
丈
夫
か
伺
い
た

い
。答　

教
育
長

　

学
校
給
食
で
使
用
す
る
給
食
食

材
は
国
産
を
基
本
と
し
、
地
場
産

物
の
食
材
を
で
き
る
だ
け
使
用
す

る
よ
う
に
努
め
て
お
り
、
食
材
は
、

長
柄
町
給
食
運
営
委
員
会
で
選
定

さ
れ
た
給
食
納
入
業
者
か
ら
納
入

し
て
い
る
。

　

材
料
費
や
光
熱
水
費
の
高
騰
に

伴
い
、
次
年
度
予
算
に
そ
れ
ら
を

盛
り
込
ん
だ
増
額
を
要
望
し
て
お

り
、
今
後
も
安
心
、
安
全
な
食
材
を

納
入
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

答　

教
育
長

　

衛
生
的
で
安
全
な
食
材
を
使
用

し
、
施
設
設
備
や
時
間
、
調
理
能
力

に
応
じ
た
献
立
作
成
を
基
本
に
学

校
給
食
摂
取
基
準
や
長
柄
産
の
旬

の
食
材
を
で
き
る
だ
け
利
用
す
る

こ
と
、
食
文
化
を
大
切
に
し
、
ひ
な

祭
り
や
七
夕
な
ど
行
事
食
の
提
供

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
な

ど
考
慮
し
て
献
立
作
成
を
行
っ
て

い
る
。

問　

議
員

　

給
食
に
充
て
ら
れ
る
時
間
と
様

子
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

教
育
長

　

準
備
に
15
分
、
食
事
に
20
分
、

後
片
づ
け
に
10
分
、
合
わ
せ
て
45

分
間
を
給
食
の
時
間
と
し
て
い

る
。問　

議
員

　

給
食
に
お
け
る
小
１
の
壁
に
対

す
る
配
慮
は
し
て
い
る
か
伺
い
た

い
。答　

教
育
長

　

入
学
し
て
か
ら
１
か
月
間
は
６

年
生
が
１
年
生
の
教
室
へ
行
き
、

慣
れ
る
ま
で
給
食
の
準
備
・
配
膳
・

後
片
づ
け
等
の
仕
方
に
つ
い
て
教

え
て
お
り
、
年
上
の
児
童
か
ら
の

な
ど
、
お
子
さ
ん
・
保
護
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
が
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
。　

　

ま
た
、
近
隣
市
町
村
に
先
駆
け

て
来
年
度
、
５
歳
児
健
診
の
実
施

を
予
定
し
、
就
学
前
の
発
達
や
健

康
上
の
課
題
を
早
期
に
発
見
し
、

就
学
後
の
児
童
の
特
性
に
合
っ
た

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

２
． 食
育
の
推
進
に
つ
い
て

問　

議
員

　

学
校
に
お
け
る
食
育
指
導
の
現

状
を
伺
い
た
い
。

答　

教
育
長

　

各
学
校
で
は
、
食
に
関
す
る
指

導
全
体
計
画
を
作
成
し
、
食
べ
物

の
働
き
や
栄
養
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
、
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
な
ど
、
実
践
で
き
る

こ
と
を
目
標
と
し
、
教
科
等
の
時

間
、
給
食
の
時
間
、
そ
し
て
個
別
的

な
相
談
指
導
を
通
し
て
食
に
関
す

る
指
導
が
計
画
的
・
組
織
的
に
行

わ
れ
て
い
る
。

問　

議
員

　

学
校
給
食
の
献
立
に
つ
い
て
心

掛
け
て
い
る
事
を
伺
い
た
い
。

髙
橋
　
智
恵
子

髙
橋
　
智
恵
子  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）
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１
． 

月
岡
町
長
の
町
政
運

営
の
実
績
と
今
後
の

方
針
に
に
つ
い
て

問　

議
員

　

月
岡
町
長
は
、
就
任
さ
れ
て
か

ら
２
年
を
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
の

町
政
運
営
に
対
す
る
振
り
返
り
と

実
績
に
つ
い
て
ど
の
様
に
捉
え
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　
『
私
は
、
２
０
２
２
年
の
町
長
選

挙
に
お
い
て
、
輝
く
未
来
へ
魅
力

あ
る
ふ
る
さ
と
長
柄
町
の
創
生
を

掲
げ
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
信
任

を
得
て
、
町
政
の
か
じ
取
り
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

私
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
よ
り
一
層
加
速
さ
せ
、
町
政
発
展

に
向
け
強
い
覚
悟
を
持
っ
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

子
育
て
支
援
で
す
が
、
私
は
、
長

柄
町
の
子
育
て
環
境
の
充
実
を
最

優
先
事
項
に
掲
げ
、
公
約
の
中
で

子
育
て
千
葉
県
一
を
目
指
し
、
様
々

な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
し
、
全
て
の
子
供
た

ち
が
平
等
に
栄
養
価
の
高
い
食
事

を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
た

め
、
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

を
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る
た

め
、
出
生
時
・
小
学
校
入
学
時
・
中

学
校
入
学
時
に
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
行
う
子
育
て
支
援
事
業
を
創

設
い
た
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
小
学
生
以
下
を
対
象

と
し
た
都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー

の
プ
ー
ル
の
無
償
化
を
実
現
し
た

ほ
か
、
試
行
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

長
柄
温
泉
の
町
民
無
償
化
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特

に
プ
ー
ル
は
、
子
供
た
ち
の
数
少

な
い
貴
重
な
遊
び
場
と
し
て
、
温

泉
は
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
世

代
を
越
え
た
交
流
と
し
て
重
要
な

作
物
で
あ
る
米
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
し
、
販
路
の
拡
大
や
生

産
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
と
い

う
提
案
が
あ
り
、
実
現
に
向
け
取

り
組
み
、
稼
げ
る
農
業
の
構
築
を

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
、

町
民
や
企
業
と
と
も
に
成
長
し
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
政
運
営
は
、
私
一
人
の
力
で
成

し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
議
会
の
皆
様
と
力
を
合
わ

せ
、
町
民
の
皆
様
の
声
を
真
摯
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
で
、一
歩
一
歩
確

か
な
成
果
を
積
み
上
げ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
』

年
の
気
候
変
動
に
伴
う
想
定
を
超

え
た
自
然
災
害
の
頻
発
化
を
受
け

て
、
防
災
体
制
の
見
直
し
を
進
め
、

地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
、
防
災

訓
練
等
を
通
じ
て
町
民
一
人
一
人
が

防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
の
移
動
確
保
に

つ
い
て
で
す
が
、
高
齢
化
社
会
が

進
展
す
る
中
で
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
移
動
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
重
要
な
課
題
で
す
。
本
町

に
即
し
た
交
通
施
策
の
再
検
討
や

地
域
資
源
の
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
町
民
皆
様
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
移
動
支

援
活
動
も
推
進
し
て
い
く
考
え
で

す
。

　

さ
ら
に
、
人
口
減
少
対
策
に
つ

い
て
も
、
今
後
の
町
政
運
営
に
お

い
て
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
公
園
や
宅
地
の
分
譲
整
備

は
、
本
町
の
人
口
減
少
が
進
む
中

で
、
町
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に

住
環
境
の
整
備
が
不
可
欠
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

に
お
い
て
、
町
・
農
家
・
そ
し
て
地

元
企
業
が
協
力
し
、
本
町
の
主
要

役
割
を
果
た
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
性
化
や
町
民
の
健
康

増
進
に
貢
献
が
で
き
る
よ
う
、
公

共
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
よ
り

一
層
の
効
果
的
な
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

福
祉
施
策
で
は
、
介
護
の
基
礎

的
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
ヘ
ル
パ
ー
資
格

の
取
得
を
支
援
し
、
介
護
事
業
の

人
材
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
家

族
介
護
者
が
専
門
的
な
知
識
を
得

る
こ
と
で
、
少
し
で
も
介
護
負
担

を
軽
減
で
き
る
よ
う
、
介
護
職
員

初
任
者
研
修
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
組
を
継

続
し
、
さ
ら
な
る
人
材
育
成
・
介
護

負
担
の
軽
減
に
尽
力
し
、
町
民
福

祉
の
向
上
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
』

問　

議
員

　

そ
の
実
績
を
踏
ま
え
た
上
で
、

今
後
の
町
政
運
営
に
対
す
る
お
考

え
を
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　
『
ま
ず
、
防
災
対
策
の
強
化
に
つ

い
て
で
す
が
、
令
和
元
年
の
本
町

に
お
け
る
大
災
害
の
経
験
や
、
近

金
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章

金
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